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Village Topics
　

11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
日
高
村
で
最
も
権
威
の
あ
る
功

労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
回
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

梶原美智子さん
71 歳

ご
住
所　

本
郷

主
な
功
積
内
容

昭
和
39
年
よ
り
公
立
中
学
校
教
諭

平
成
3
年
よ
り
公
立
中
学
校
教
頭

平
成
5
年
よ
り
公
立
中
学
校
校
長

平
成
9
年
よ
り
日
高
村
教
育
長
に
就
任

（
4
年
間
）

平
成
20
年
叙
勲
・
瑞
宝
双
光
章
受
章

　受賞された皆さまに心よりお祝いを申し上げ、今後益々のご活躍をご期待申し上げます。
また、受賞を目前にお亡くなりになられた山岡政文様のご冥福をお祈り申し上げます。

大﨑　逸夫さん
68 歳

ご
住
所　

長
畑

主
な
功
積
内
容

消
防
功
積　

昭
和
37
年
よ
り
46
年
間
日
高

村
消
防
団

（
う
ち
分
団
長
４
年
間
、
副
団
長
18
年
間
）

平
成
6
年
よ
り
現
在
ま
で
厚
生
労
働
省

人
権
擁
護
委
員

平
成
20
年
叙
勲
・
瑞
宝
単
光
章
受
章

中野　益隆さん
65 歳

ご
住
所　

本
郷

主
な
功
積
内
容

昭
和
42
年
よ
り
日
高
村
職
員

教
育
次
長
、
議
会
事
務
局
長
、
総
務
課
長
等
を

歴
任

平
成
8
年
よ
り
日
高
村
長 （
３
期
12
年
間
）山岡　政文さん

70 歳

ご
住
所　

岩
目
地

主
な
功
積
内
容

昭
和
39
年
よ
り
日
高
村
消
防
団

昭
和
44
年
よ
り
日
高
村
消
防
団
分
団
長

（
4
年
間
）

昭
和
48
年
よ
り
仁
淀
消
防
組
合

平
成
7
年
よ
り
仁
淀
消
防
組
合
消
防
長

平
成
10
年
仁
淀
消
防
組
合
退
職

平
成
20
年
叙
位
正
七
位
叙
勲
・
瑞
宝
単
光
章
受
章

平
成
11
年
よ
り
8
年
間
総
務
省
行
政
相
談
員
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エコカヌーエコカヌー教室開催教室開催
　

去
る
10
月
26
日
㈰
、
日
下
川
調
整
池
に
お
い

て
、
日
高
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会

に
よ
る
「
エ
コ
カ
ヌ
ー
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

調
整
池
の
自
然
を
池
の
中
か
ら
体
感
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
カ
ヌ
ー
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は

小
雨
の
中
で
し
た
が
３
組
11
名
の
親
子
が
参
加

し
、
カ
ヌ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
パ
ド
ル
の
使
い
方
な
ど
を
教
わ
り
、

次
々
に
浮
き
桟
橋
か
ら
調
整
池
に
カ
ヌ
ー
を
こ

ぎ
出
し
ま
し
た
。
例
年
よ
り
多
い
水
草
の
ヒ
シ

に
行
く
手
を
は
ば
ま
れ
な
が
ら
も
、
上
池
か
ら

下
池
の
水
門
の
あ
た
り
ま
で
進
み
、
カ
ヌ
ー
の

競
争
な
ど
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
北
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
多
く
の
カ
モ

た
ち
も
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

さあみんなで

調整池探検だ！

ようやく
なれたカ

ヌーで

競争だ！

　

日
高
村
農
業
委
員
会
は
、
11
月
28
日
か

ら
30
日
ま
で
の
３
日
間
、
村
内
の
農
地
を

巡
回
し
、
耕
作
放
棄
地
の
有
無
等
に
つ
い

て
現
地
調
査
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
本
郷
・
加
茂
地
区
、
２
日

目
は
、
下
分
・
沖
名
地
区
、
３
日
目
は
能

津
地
区
と
い
う
日
程
で
、
各
地
区
の
農
業

委
員
か
ら
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
各
地
区
に

存
在
す
る
「
耕
作
放
棄
地
」
の
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
結
果
、各
地
区
に
数
多
く
の「
耕

作
放
棄
地
」
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

確
認
さ
れ
た
中
に
は
、「
圃
場
整
備
」
等
の
事
業
が
実
施

さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
優
良
農
地
」
に
も
「
耕
作
放
棄
地
」

と
見
ら
れ
る
土
地
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
耕
作
放
棄
地
」
と
な
っ
た
原
因
と
し
て
は
、「
後
継
者
等
」

の
担
い
手
が
い
な
い
こ
と
や
、
昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
経
営
状
況
等
、
様
々
な
問
題
が
起
因
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
高
村
農
業
委
員
会
で
は
、
今
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に

お
い
て
確
認
さ
れ
た
「
耕
作
放
棄
地
」
と
見
ら
れ
る
土
地
の

所
有
者
、
地
権
者
等
の
確
認
を
行
い
、
こ
う
し
た
方
々
に
ア

ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
た
う
え
で
、「
耕
作
放

棄
地
」
と
な
っ
た
原
因
を
特
定
し
、
今
後
の
農
業
委
員
会
活

動
に
活
か
す
と
と
も
に
農
業
委
員
会
で
実
施
し
て
い
る
「
農

地
あ
っ
せ
ん
」「
農
用
地
利
用
集
積
計
画
」
等
の
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
、「
耕
作
放
棄
地
」
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

農
地
に
関
す
る
ご
相
談
は

日
高
村
農
業
委
員
会　
ま
で

 
☎ 
２
４

－

４
６
４
７

農地パトロール

を実施
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　お知らせ
　消防団では12月25日から30日にかけて年末特別警
戒を実施いたします。期間中、火災予防等を呼びか
ける広報活動を管轄地域において行います。住民の
皆さまにおかれましても、火災等に十分注意をして
いただくようお願い申し上げます。

消防団秋季演習開催
　

11
月
16
日
㈰
、
日
高
村
総
合
運
動
公
園
・

沖
名
猿
田
地
区
に
お
い
て
消
防
団
秋
季
演
習

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、日
高
村
消
防
団
全
団
が
集
ま
り
、

午
前
に
礼
式
訓
練
・
実
戦
訓
練
、
午
後
に
は

沖
名
猿
田
地
区
で
の
山
林
火
災
を
想
定
し
た

消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
戦
訓
練
で

は
、
分
団
対
抗
に
よ
る
競
技
を
行
い
、
見
事

に
沖
名
分
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午

後
か
ら
は
本
部
及
び
各
分
団
間
で
の
無
線

を
用
い
て
本
番
さ
な
が
ら
の
消
火
訓
練
を
行

い
、
団
員
か
ら
は
『
無
線
通
信
が
う
ま
く
出

来
な
か
っ
た
』
な
ど
多
く
の
反
省
点
が
出
る

な
ど
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
改
善
点
な

ど
が
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
㈰
、
高
知
県
消
防
学
校
に
て
第
27
回

中
央
地
区
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
県
中
央
圏
域
5
市
4
町
1
村
10
チ
ー
ム
が

集
ま
り
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
分
か
れ
、
日
頃
の
操
法
訓
練
の
成
果
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　

日
高
村
か
ら
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
下
分

分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
本
郷
分
団
が
出
場
し

ま
し
た
。
両
分
団
と
も
今
年
の
春
先
か
ら
週
2
回

の
訓
練
を
重
ね
、
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
結
果
は

入
賞
に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
独
特
の
雰
囲

気
の
中
で
の
競
技
を
終
え
た
団
員
は
、
緊
張
か
ら

解
き
放
た
れ
た
安
堵
と
達
成
感
で
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
両
分
団
に
は
、
操
法
訓
練
に
お
い
て

培
っ
た
精
神
・
技
術
を
今
後
の
消
防
団
活
動
に
活

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【自動車ポンプの部】【小型ポンプの部】

下分分団 本郷分団

指揮者 安岡吉和 松岡一宏
１番員 森下剛充 大野誠司
２番員 戸梶浩文 松岡　清
３番員 前田修平 戸梶泰彰
４番員 河村泰史 －
補助員 小林優太 中山三二

消防団

消
防
操
法

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

出場者
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高知の交通マナーを高めよう‼高知の交通マナーを高めよう‼

年末年始の交通安全運動
実施期間　平成20年12月10日㈬～平成21年１月９日㈮

高知の交通マナーを高めよう‼高知の交通マナーを高めよう‼
ドライバーの皆さん、思いやりのある運転を心がけましょう。
歩行者の皆さん、しっかりと安全確認をしましょう。

●重点目標

① 高齢者の交通事故防止
② 飲酒・暴走運転の根絶
③ 自転車の安全利用の促進

●運動の目的
　年末年始は、飲酒の機会が多くなることや交通量の
増加などを原因とし、交通事故の多発が予想されるこ
とから、県民一人ひとりが交通安全に対する意識を高
め、交通ルールの遵守と正しい交通マナーを実践し、
安全で安心な人にやさしい交通環境をつくることによ
り、交通事故を防止することを目的とします。

防
火
パ
レ
ー
ド
・
防
火
餅
つ
き
実
施

　

こ
の
ほ
ど
秋
の
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ
、

村
内
の
2
保
育
園
（
11
／
11
日
下
保
育
園
、
11

／
18
加
茂
保
育
園
）
の
園
児
た
ち
に
よ
る
防

火
パ
レ
ー
ド
・
防
火
餅
つ
き
な
ど
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
日
下
保
育
園
児
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー

ド
で
は
曇
り
空
を
吹
き
飛
ば
す
ぐ
ら
い
の
元
気

な
声
で
「
防
火
の
ち
か
い
」
や
「
火
の
用
心
の

歌
」
が
披
露
さ
れ
、
保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら

温
か
い
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
茂
保
育
園
で
は
防
火
パ
レ
ー
ド
と

併
せ
て
、
防
火
餅
つ
き
・
タ
ン
ク
車
と
の
綱
引

き
・
ミ
ニ
消
防
車
へ
の
乗
車
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
園
児
た
ち
に
楽
し
み
な
が
ら
防
火
や
火

の
用
心
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
い
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

「防火のちかい」
マッチ1本火事のもと。

火事はこわいよ、あぶないよ。
おかあさん、台所の火に気をつけて! 
おとうさん、ねたばこはしないで!

ぼくたち、わたしたち、
ぜったいに火あそびはしません!
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　村職員の給与・定員管理等の状況を知っていただくため、その内容に

ついて住民の皆さんにお知らせします。

　職員の給与は、民間の勤労者の給与をもとに出される人事院勧告に準

じた内容で、村長が必要な条例議案を議会に提出し、議会の審議を経て

決定される仕組みになっています。HP でも詳しく公表しています。

日高村職員・特別職の
給与を公表します

１．人件費の状況（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口（年度末） 歳出額Ａ 歳入額 人件費Ｂ 人件費率（Ｂ／Ａ） （参考）18年度の人件費
19年度 20年３月31日  5,979人 3,172,015千円 3,236,289千円 562,204千円 18.2％ 20.6％ 

２．職員の給与費の状況（普通会計決算）　（簡水会計２名、国保会計３名、介護会計２名は除く）
区　分

職員数

Ａ

給　　与　　費 一人当たりの給与費

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末勤勉手当 　　　計　　Ｂ
19年度 62人 240,765千円 24,423千円 99,293千円 364,481千円 5,879千円

３．職員の平均給料月額および平均年齢の状況

平均給料月額

及び平均年齢

の状況　　　

区　　分 一般行政職 技能労務職

19年４月１現在
平均給料月額 342,076円 367,233円
平均年齢 44.6歳 51.5歳

20年４月１現在
平均給料月額 343,394円 371,500円
平均年齢 45.3歳 52.5歳

５．一般行政職の級別職員数の状況（各年４月１日現在）
区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計
標準的な職務内容 主事 主事 主幹

係長
主幹

課長補佐
次長・館長
主監

課長・局長
室長

会計管理者
19年度職員数 ０人 ７人 12人 15人 14人 ７人 55人
20年度職員数 ０人 ６人 11人 16人 13人 ６人 52人
対前年度増減数 ０ ▲　１ ▲　１ １ ▲　１ ▲　１ ▲　３

６．職員手当の状況
区　　　分 日　　　高　　　村 国

期末手当・勤勉手当

（19年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６月期 1.4月分 0.725月分 ６月期 1.4月分 0.725月分
12月期 1.6月分 0.725月分 12月期 1.6月分 0.775月分

計 3.0月分 1.45月分 計 3.0月分 1.5月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置　
役職加算　2.5％～7.5％（抑制措置により通常の2分の1）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算　5％～20％

退職手当

（Ｈ20.4.1現在）

支給率 自己都合 定年・勧奨 支給率 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 23.5月分 30.55月分 勤続20年 23.5月分 30.55月分
勤続25年 33.5月分 41.34月分 勤続25年 33.5月分 41.34月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分 勤続35年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分

 （注）退職手当については、高知県市町村総合事務組合に加入し、退職者には当該組合より支給されています。

時間外勤務手当
18年度

支　給　総　額 5,098千円
職員一人当たり支給年額 80千円

19年度
支　給　総　額 7,395千円

職員一人当たり支給年額 119千円

（平成20年４月１日現在）

区　分 内　　　　　　容 国の制度との異同

扶養手当
配偶者 13,000円、　配偶者以外 6,500円、　配偶者のいない職員の扶養親族の1人目 11,000円
扶養親族の内15歳に達する日以後の年度初めから22歳に達する日以後の年度末迄の間にある子1人につき5,000円を加算

同　じ

住居手当
　①借家、借間居住者　　最高支給限度額　27,000円　　
　②自宅居住者で世帯主　　新築又は購入後５年間　2,500円

同　じ

通勤手当
　①交通機関利用者　　　定期券又は回数券等による運賃等相当額　最高支給限度額 　55,000円
　②交通用具使用者（片道２km ～ 60km 超）　2,000円～24,500円

同　じ

７．特別職の報酬等の 状況（平成20年４月１日現在）
区　　分 給料月額等 期　　末　　手　　当

給 料

村　長 614,000 村長・副村長・教育長
（支給割合　100％）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算　　　15％

議長・副議長・議員
（支給割合　100％）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算　　　15％

副村長 522,000

教育長 503,000

報 酬

議　長 249,000

副議長 199,000

議　員 180,000

 ６月期

12月期

1.4月分

1.6月分

 計 3.0月分

４．職員の初任給の状況

初任給の

状況　　

区　　分 学歴 一般行政職 技能労務職

19年４月１現在
高校卒 140,100円 140,100円
大学卒 161,600円 ̶

20年４月１現在
高校卒 140,100円 140,100円
大学卒 161,600円 ̶

 ６月期

12月期

1.4月分

1.6月分

 計 3.0月分



総務課
24－5113
住民課
24－5111
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業環境課
24－4647
健康福祉課
24－5197
24－5112
保健センター
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津出張所
24－5141
土地改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・のく・ら・し・の

情報情報
く・ら・し・の

情報
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平
成
19
年
度
よ
り
、
水
道
料
金
を
３
か

月
分
滞
納
す
る
と
、
日
高
村
給
水
条
例
第

40
条
及
び
、
日
高
村
水
道
料
金
未
納
者
に

対
す
る
停
水
処
分
取
扱
要
項
第
３
条
に
規

定
さ
れ
る
事
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
納
付
書
払
い
の
方
は
、
納
付
期
限
内
に

お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
口
座
引
落
の
方
は
、
月
末
が
引
き
落
と

し
日
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
日
ま
で

に
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

役
場
建
設
課　

☎ 

24

－

５
１
１
４

給
水
停
止
ま
で
の
事
務
の
流
れ

３
か
月
分
滞
納
す
る

未
納
水
道
料
金
催
告
通
知

給
水
停
止
予
告
通
知

給
水
停
止
執
行
通
知

給
水
停
止

⬅⬅⬅⬅

日
時
：
12
月
19
日
㈮　

13
時
〜
15
時

場
所
：
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん
が
、
左
記
の
仕

事
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
等
を
受
け
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

①
国
の
仕
事

②
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
特
殊
法
人
の
仕
事

③
県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て
行
っ
て

い
る
仕
事

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

健康テレホンサービスの
ご案内

※ 

日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ
テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

　

高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医
師
・
歯
科
医
師

約
６
０
０
名
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
左
記
の

内
容
で
朝
９
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま
で
、
24
時
間
同

じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ
を
流
し
て
い
ま
す
。
健
康
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
番
号
は

０
８
８

－

８
３
２

－

５
２
６
６
で
す
。

月
曜
日　

姿
勢
が
悪
い
と
歯
並
び
が

　
　
　
　

悪
く
な
る
っ
て
ホ
ン
ト
？

火
曜
日　

入
浴
と
健
康

水
曜
日　

早
発
閉
経

木
曜
日　

頭
を
打
っ
た
時

金
曜
日　

冬
と
皮
膚
病

土
・
日　

寒
さ
と
脳
出
血

12 月

12月の行政相談

建
設
課
水
道
係
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
日
高
村
体
育
会
民
謡
部
」

講
師　

荒
谷
深
雪
先
生
（
ふ
る
さ
と
日
高
の
振
り
付
け
）

会
場　

日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

日
時　

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日

　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

会
費　

月
２
千
円

内
容　

い
ろ
ん
な
踊
り
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

連
絡
先　

中
山
（
☎ 

２
４

－

５
３
７
４
）

　

村
の
行
事
に
参
加
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
ま
す
。

　

少
し
で
も
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
和
気
あ
い
あ
い
と
お
け
い
こ
を
し

て
い
ま
す
。一
度
、見
に
お
い
で
ま
せ
ん
か
？

お
待
ち
し
て
ま
〜
す
!

日
高
村
文
化
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

運
行
日　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
も
運
行
）

対
象　

 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
・
障
が
い
を
も
た

れ
て
い
る
方
・
幼
児
と
そ
の
保
護
者

料
金　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

日
高
村
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

☎ 

２
４

－

５
１
１
３
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家
庭
の
ゴ
ミ
は
分
別
し
て
指
定
さ
れ
た
日
に
収
集

場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

　

ゴ
ミ
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
一
部
の
例
外
を
除

い
て
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
を
燃
や
す
と
、
悪
臭
や
煙
に
よ
る
近
隣
住
民
と

の
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の

有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
、
健
康
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ

ま
す
。

　

21
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
家
庭
ゴ
ミ
を
野

外
焼
却
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
西
福
祉
保
健
所　

環
境
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

　
　
　
　
　
　
　

日
高
村
役
場　

産
業
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
２
４

－

４
６
４
７

ゴ
ミ
を
燃
や
さ
な
い
で

高知県産業振興計画中間とりまとめ
についてのご意見募集
　厳しい状態にある本県経済に活力を取り戻すため、県
では、「高知県産業振興計画」づくりを進めています。
この計画で掲げる目標を達成していくには、何よりも、
県民の皆様と一緒に取り組んでいけるような内容でなけ
ればなりません。そのためには、計画づくりの段階から、
県民の皆様にともに考えていただくことが重要です。
　そこで、中間とりまとめに対するご意見を下記のとお
り募集しています。ぜひ資料をご覧いただき、経済の活
性化に向けた皆様の思いあふれるご意見をお寄せくださ
い。たくさんのご応募をお待ちしております。

記

募集期限 平成21年１月９日㈮

資料閲覧場所 県庁県民室、県の各福祉保健所、日高村
役場総務課
（高知県産業振興計画ホームページでの
閲覧も可能）

応募方法 郵送、FAX、電子メール

応募・問い合わせ先
　〒780-8570　高知市丸ノ内1-2-20
　　　高知県政策企画部政策推進課
　　　☎ 088-823-9332　FAX 088-823-9267
　メールアドレス　122201@ken.pref.kochi.lg.jp
　高知県産業振興計画ホームページURL　

http://www.pref.kochi.jp/˜seisui/keikaku/keikaku.html

年末・年始のゴミ等の
処理日程のお知らせ
　年末・年始のゴミ等の処理については、処理・処
分場の関係で、下記のとおりとなりますので、日程
を確認の上、ゴミ出し等を行ってください。

年末・年始のゴミ処理について
◎可燃ゴミ（収集日程表のとおり）

※ ３月に配布している「平成20年度ゴミ収集日程表」
で再度ご確認ください。

◎資源・不燃ゴミ

　年末の収集日については、収集日程表のとおりで
すので、ご確認をお願いします。
　なお、「缶・ビン類」の処理を行っている「仁淀
川中央清掃事務組合」は、12月30日㈫午前中まで
となっておりますので、直接持ち込みをされる方は、
お早めにお願いします。
　仁淀川中央清掃事務組合　☎ ２４－５６３２

し尿処理について
　し尿等の汲み取りについては、例年、年末は大変
混雑します。また、し尿処理を行っている「仁淀川
下流衛生事務組合」は、12月28日㈰までとなって
いますので、余裕をもって早めに（12月中旬頃まで
に）許可業者に依頼してください。
　日 高 衛 生　　☎ ２４－５６５５
　いのえいせい　　☎ ０８８－８９３－３７００
　宇佐公益社　　☎ ２６－０１７０

　年末は12月25日㈭、年始は１月５日㈪
　当日の午前中までに役場産業環境課へ
　なお、本年度は、日程の都合により、直接、小動
物管理センターへ持ち込まれる場合でも、12月25日
㈭までとなっておりますので、ご注意ください。
　中央小動物管理センター　
　　☎ ０８８－８３１－７９３９

地区名 年末（最終収集日） 年始（最初の収集日）
下分地区 12月30日㈫ １月６日㈫
沖名地区 12月30日㈫ １月６日㈫
本郷地区 12月29日㈪ １月５日㈪
加茂地区 12月29日㈪ １月５日㈪
能津地区 12月27日㈯ １月７日㈬

犬・猫の引き取り業務について

課境環業産
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　平成20年工業統計調査を12月31
日現在で行います。
　調査の実施に当たっては、本年
12月から来年１月にかけて調査員
がお伺いいたします。
　なお、調査票に記入していただ
いた内容については、統計法に基
づき秘密が厳守されますので、正
確なご記入をお願いします。

経済産業省
高　知　県
日　高　村

子どもたちの登下校の安全を見守っています！
　

学
校
や
通
学
路
に
お
け
る
事
件
・
事
故
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
近
年
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
日
高
村
で
も
地
域
の
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
管
理
に
対
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。（
高
知
県
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制

推
進
事
業
）

　

10
月
27
日
に
、
日
高
村
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
講
習
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
に
、
身

近
な
通
学
路
で
の
巡
視
や
声
が
け
を
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
現
在
、
日
下
地

区
（
本
郷
・
沖
名
・
下
分
）、
能
津
地
区
、
加
茂
地
区
で
25
名
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
廣
井
生
幸
さ
ん

も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
村
内
５
校

の
巡
回
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

養
成
講
習
会
で
は
、
い
の
町
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
の
活
動
紹

介
や
日
高
駐
在
所
長
さ
ん
の
治
安
状
況

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
と
の
情
報
交
換
も
行
わ
れ
、

有
意
義
な
話
し
合
い
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
・
育

む
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
よ
う
、

今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

̶日高村スクールガードー

スクールガード・リーダー

廣
ひろ

井
い

生
せい

幸
こう

さん

子どもたちを地域で守り育てましょう！
連絡先：日高村教育委員会

☎ 24－5115

高
額
療
養
費
等
の

払
い
も
ど
し
申
請
に
つ
い
て

○
４
月
か
ら
、
75
歳
以
上
の
方
（
65

歳
以
上
で
申
請
に
よ
り
一
定
以
上

の
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方

を
含
む
。）
の
医
療
制
度
が
、
後

期
高
齢
者
医
療
に
変
わ
り
ま
し

た
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
に
は
各
種
医
療

費
等
の
払
い
も
ど
し
制
度
が
あ
り

ま
す
。
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
１

カ
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、

医
療
費
の
払
い
も
ど
し
が
生
じ
た

場
合
（
高
額
療
養
費
）
に
つ
い
て

は
、
払
い
も
ど
し
の
対
象
と
な
る

方
に
該
当
す
る
通
知
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

○
原
則
、
払
い
も
ど
し
に
は
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
次
の
①

か
ら
③
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
通
知
書
が
届
い
た
方
は

必
ず
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
手
続
き
は
お
住

ま
い
の
市
町
村
の
窓
口
で
行
え
ま

す
。

①
手
続
き
は
初
回
の
み
で
、
２
回
目

以
降
は
払
い
も
ど
し
が
生
じ
て
も

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後
日
、
届
け
出
を
さ
れ
て
い
る
指

定
の
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す
。

②
平
成
20
年
３
月
末
日
ま
で
に
老

人
医
療
制
度
で
払
い
も
ど
し
手
続

き
を
取
ら
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、再
度
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

③
銀
行
の
口
座
番
号
や
口
座
の
名
義

人
等
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の  

　

 

被
保
険
者
証
・
認
印
・
口
座
番
号

の
わ
か
る
も
の

　

な
お
、
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
入

院
時
自
己
負
担
額
及
び
食
事
代
等
減

額
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
該
当
さ
れ
る
方

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
時
の
食
事
代
等
の

自
己
負
担
額
減
額
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
に
属
す
る
方
は
、
入

院
時
の
食
事
代
等
の
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
　

申
請
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の

初
日
か
ら
有
効
の「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
交

付
さ
れ
、
病
院
に
提
示
す
る
と
入

院
時
の
食
事
代
等
の
自
己
負
担
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
手
続
に
は
、
被
保
険
者
証
と

認
印
が
必
要
で
す
。

○
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
ら
れ

ず
に
、
ま
た
は
、
提
示
を
せ
ず
に

病
院
の
窓
口
で
食
事
代
等
を
支
払

わ
れ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
、
入

院
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
食
事
代
等

の
差
額
分
は
、
お
返
し
で
き
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
が
必
要
な
方
で
入
院

さ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

○
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方
が
入

院
す
る
場
合
は
、
必
ず
被
保
険
者

証
と
合
わ
せ
て
病
院
の
窓
口
で
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
（
長
寿
医
療
制
度
）

　

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
係

☎
24

－

５
１
１
２
へ　

区　　分 負担額
（１食あたり）

現役並み所得者・一般 260円

市町村民税が
非課税の世帯
に属する方

低所得者Ⅱの方の
90日までの入院 210円

低所得者Ⅱの方の
90日を超える入院
（91日目から）

160円

低所得者Ⅰの方 100円

製造事業所の皆様へ
統計調査に
ご協力ください
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申
請
先　

役
場
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

申
請
用
紙　

役
場　

又
は
保
育
所

申
請
の
時
に
必
要
な
書
類

①  

給
与
所
得
者
は
、
平
成
20
年
分
の
源
泉

徴
収
票

②  

日
雇
い
、
パ
ー
ト
の
方
は
仕
事
先
の
就

労
証
明

③  

右
記
①
②
に
関
わ
ら
ず
、
平
成
20
年
１

月
２
日
以
後
に
転
入
さ
れ
た
方
は
前
住

所
地
で
平
成
20
年
度
の
住
民
税
の
課
税

証
明
を
も
ら
っ
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
基
準

　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
当
該

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
、
か
つ
同
居
の
親
族
そ
の
他
の
者
が
当

該
児
童
を
保
育
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

①  

昼
間
に
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と

を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
。

②  

昼
間
に
居
宅
内
で
当
該
児
童
と
離

れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働
す

る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
。

③  

妊
娠
中
で
あ
る
か
、
又
は
出
産
後
間

が
な
い
こ
と
。

④  

疾
病
に
か
か
り
、
若
し
く
は
身
体
に

障
害
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑤  

長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
常
態
に
あ

る
。
又
は
精
神
若
し
く
は
身
体
に
障

害
を
有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る
こ
と
。

⑥  

震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災

害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
。

⑦  

村
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類
す
る

状
態
に
あ
る
こ
と
。

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

平
成
21
年
度
学
生
募
集

悩みごと相談所
　12月７日㈰は、高知市中央公園で「じんけん
フェスタこうち２００８」が開催されます。同
会場において、人権擁護委員及び法務局職員が、
地域住民の皆さんの様々な悩みごとの相談をお
受けいたします。皆さま、お気軽にお越しくだ
さい。

記
日　時

　平成20年12月７日㈰
　午前10時から午後３時まで
開　場

　高知市中央公園
　（「高知地方法務局」のテントで受付を行います）
相談担当者

　弁護士資格を有する人権擁護委員
　人権擁護委員
　法務局職員
相談内容

　くらしの法律相談
　 家庭、学校、職場、地域社会などでの悩みご
と相談
　 ＊相談は無料で、相談内容の秘密については厳守します。

＊以上の記事に関するお問い合わせは
　　高知地方法務局人権擁護課
　　（☎ 088－822－3503）まで

❶ 

募
集
学
科
・
定
員

　
　

生
産
技
術
科　

20
名
、電
子
情
報
技
術
科　

30
名
、

　
　

住
居
環
境
課　

20
名

❷ 

応
募
資
格

　
　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者（
3
月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

❸ 

入
試
科
目

　
　

数
学
（
数
学
Ⅰ
）、
英
語
（
英
語
Ⅰ
）

❹ 

願
書
受
付

　
　

平
成
21
年
1
月
20
日
㈫
〜
1
月
29
日
㈭
【
消
印
有
効
】

❺ 

試
験
日

　
　

平
成
21
年
2
月
5
日
㈭

❻ 

合
格
発
表

　
　

平
成
21
年
2
月
18
日
㈬

❼ 

問
い
合
わ
せ
先

　
　

〒
７
６
３

－

０
０
９
３

　
　

香
川
県
丸
亀
市
郡
家
町
３
２
０
２
番
地

　
　

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校　
　

学
務
課

　
　

☎ 

０
８
７
７

－

２
４

－

６
２
５
５

無
料
労
働
相
談

〜
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
へ
〜

　

解
雇
や
賃
金
引
き
下
げ
、
労
働
時
間
、

い
じ
め
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
労
働
局
と
高
知
県
労
働
委

員
会
で
は
、
あ
っ
せ
ん
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

•
高
知
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎ 

０
１
２
０

－

７
８
３

－

７
２
２

　

☎ 

０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
２
７

•
高
知
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎ 

０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
１
０

•
高
知
県
労
働
委
員
会

　

☎ 

０
８
８

－

８
２
１

－

４
６
４
５

※ 

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
担
当
行
政
機

関
を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※ 

保
育
内
容
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は　

直
接
、

各
保
育
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

広
域
入
所
（
他
の
市
町
村
に
あ
る
保
育
所

へ
の
入
所
に
つ
い
て
は
、
相
手
市
町
村
と

の
協
議
が
必
要
で
す
の
で
お
早
め
に
申
請

書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。（
市
町
村

等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

※ 

村
内
い
ず
れ
の
保
育
所
で
も
混
合
保
育
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 「
来
年
学
校
に
入
る
か
ら
」「
集
団
生
活
に

な
れ
さ
せ
る
た
め
」「
近
所
に
友
達
が
い
な

い
か
ら
」「
他
の
子
が
通
っ
て
る
か
ら
」
の

理
由
で
は
入
所
で
き
ま
せ
ん
。

役
場　

健
康
福
祉
課　

児
童
福
祉
係

　

☎
２
４

－

５
１
９
７

社会福祉法人 日高児童福祉協会 日下保育園
所在地 〒781‒2152　高知県高岡郡日高村沖名
電話・FAX ☎ 24‒5925・FAX 24‒5945
定員 120名

　

社会福祉法人 日高児童福祉協会 加茂保育園
所在地 〒781‒2154　高知県高岡郡日高村岩目地640
電話・FAX ☎ 24‒7367
定員 45名

社会福祉法人 日高児童福祉協会 日下保育園能津分園
所在地 〒781‒2164　高知県高岡郡日高村本村688
電話・FAX ☎ 24‒5287
定員 15名

平
成
平
成
2121
年
度
保
育
所
入
所
手
続
き

年
度
保
育
所
入
所
手
続
き

　
　

平
成

　
　

平
成
2121
年
１
月
４
日
〜
１
月

年
１
月
４
日
〜
１
月
3131
日
ま
で

日
ま
で

平
成
平
成
2121
年
度
保
育
所
入
所
手
続
き

年
度
保
育
所
入
所
手
続
き

　
　

平
成

　
　

平
成
2121
年
１
月
４
日
〜
１
月

年
１
月
４
日
〜
１
月
3131
日
ま
で

日
ま
で

平
成
平
成
2121
年
度
保
育
所
入
所
手
続
き

年
度
保
育
所
入
所
手
続
き

　
　

平
成

　
　

平
成
2121
年
１
月
４
日
〜
１
月

年
１
月
４
日
〜
１
月
3131
日
ま
で

日
ま
で
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●対象者
　日高村に住民登録又は外国人登録している方であっ
て、次の①又は②のいずれかに該当し、本人が接種を希
望する方
① 65歳以上の方
② 60歳以上65歳未満の方であって、心臓、腎臓又は
呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限さ
れる程度の障害を有する方及びヒト免疫不全ウイルス
により免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度
の障害を有する方（身体障害者手帳１級相当の方）
●実施期間
　平成20年10月１日㈬～平成20年12月31日㈬
　（ただし、委託医療機関の休診日は除く）
●接種料金（自己負担金）
　1,000円
　＊ 「生活保護受給者」の方は、自己負担金免除証明書
を持参すれば自己負担金が免除となりますので、医
療機関に予防接種を受けに行く前に必ず、日高村保
健センターまで証明書を取りにきてください。接種
後に証明書を医療機関に提出されても、免除にはな
りませんのでご注意ください。（中央西福祉保健所
への連絡は必要ありません。）

＊
ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

＊
接
種
料
金
は
無
料
で
す
。

　

対
象
者

平
成
20
年
度
の
対
象
者

接
種
期
間

１
期

生
後
１
歳
〜
２
歳
未
満

生
後
１
歳
〜

お
子
様
が
満
２
歳
に

達
す
る
前
々
日
ま
で

２
期

小
学
校
就
学
前
の

１
年
（
年
長
組
）

平
成
14
年
４
月
２
日
〜

平
成
15
年
４
月
１
日　

　
　
　
　
　
　

生
ま
れ

平
成
20
年
４
月
１
日
〜

平
成
21
年
３
月
31
日　

３
期

中
学
１
年
生　
　

平
成
７
年
４
月
２
日
〜

平
成
８
年
４
月
１
日　

　
　
　
　
　
　

生
ま
れ

４
期

高
等
学
校
３
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
方

平
成
２
年
４
月
２
日
〜

平
成
３
年
４
月
１
日　

　
　
　
　
　
　

生
ま
れ

　

＊
病
院
受
診
さ
れ
る
時
は
、
予
診
票
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

＊
定
期
予
防
接
種
の
予
診
票
は
、
す
で
に
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

＊
転
入
さ
れ
た
方
、
予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
《
問
い
合
わ
せ
先
》　

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎ 

２
４

－

７
８
５
１

平成20年度高齢者インフルエンザ定期予防接種平成20年度高齢者インフルエンザ定期予防接種がはじまっていますがはじまっています

●接種回数　実施期間中１回のみ
　＊ 予防接種の効果は、接種後２週間から５カ月と
されています。

●実施医療機関
　＊医療機関によっては開始時期が遅い場合があり
ますので、事前に電話で問い合わせをしてくだ
さい。

　＊全ての医療機関で実施しているわけではありま
せんので、事前に医療機関に電話で問い合わせ
をして、接種日時等を確認の上、健康保険証を
持参し受診してください。近隣の市町村では次
の医療機関で実施しています。

　

•日高クリニック ☎ 24－7785
•柳瀬診療所 ☎ 088－897－0311
•さくら病院 ☎ 088－893－5111
•仁淀病院 ☎ 088－893－1551
•田村外科 ☎ 088－893－5712
•関田病院 ☎ 088－893－0047
•高北病院 ☎ 22－1166

　（問い合わせ先）　
　　　日高村保健センター　☎  24－7851

　高齢者インフルエンザの予防接種を、次の通りに行っていますので、
希望される方は医療機関でお早めにお受けください。

＊
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

＊
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
（（
11
期
・
期
・
22
期
・
３
期
・
４
期
）

期
・
３
期
・
４
期
）

　

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
＊

　

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
＊

　放送大学は、テレビ等の放送を利用
して授業を行う通信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・
自然科学など、幅広い分野を学べます。
　平成21年度第１学期（４月入学）の
学生を募集します。資料を無料で差し
あげていますのでお気軽にお問い合わ
せください。体験入学も歓迎いたしま
す。
　
募集期間

　平成20年12月15日～平成21年2月28日

資料請求・問い合わせ先

　放送大学高知学習センター
　　　☎ 088－843－4864
　　　http://www.u-air.ac.jp

放送大学
４月入学生募集！
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年
末
で
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

お
手
持
ち
の
納
付
案
内
書
や
口
座
振
替
の
通
帳
を
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
原

則
25
年
以
上
必
要
で
す
（
第
三
号
被
保
険
者
期
間
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
期
間
も
含

み
ま
す
）。あ
な
た
の
大
切
な
年
金
で
す
。受
給
権
を
得
る
た
め
に
も
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
後
で
ま
と
め
て
納
め
た
い
と
思
っ
て
も
、
２
年
を
過
ぎ
る
と
そ
れ
以
前
の

保
険
料
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
お
得
で
便
利
、確
実
な
「
口
座
振
替
」
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
20
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
に
は
、
控
除
証
明
書
や
領
収
書
を
申
告
書
に
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
の
分
の
保
険
料
を
納
め
た
場
合
も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

老
齢
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ
…

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納めるようにしましょう。
◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けられています。
　国民年金保険料の納付負担能力があるにもかかわらず納付しない人に対して
は、財産の差し押さえを行うこともあります。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
に
必
要
な
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書
は
平
成
20
年
11
月

に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
証
明
書
に
は
、
平
成
20
年
１
月
か
ら
９

月
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
（
口
座
振
替
者
は
10
月
１
日
引
き
落
と
し
分
ま
で
）

と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
に
対
し
て
は
、
毎
年
10
月
下
旬
に
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
が
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
（
お
よ
び
厚
生
年
金
基
金
・
各
共
済
組
合
）
か
ら
送
付
さ

れ
て
き
ま
す
。
こ
の
申
告
書
を
12
月
初
旬
の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
と
、
翌
年
に
支
払
わ
れ
る

年
金
か
ら
、
公
的
年
金
控
除
、
配
偶
者
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
が
適
用
さ
れ
た
上
で
源
泉
徴
収
が
行

わ
れ
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
各
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
、
高
知
社
会
保
険
事
務
局
運
営
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
で
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
等

の
う
ち
、
納
税
者
自
身
又
は
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
、
寝

た
き
り
・
認
知
症
等
心
身
の
状
況
に
よ
り
、
所
得
税
・
地
方
税
法
上

の
障
害
者
控
除
の
対
象
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
の
対
象
と
な
る
方
は
左
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

認
定
の
対
象
者

障
害
者

知的障害者
（軽度・中度）
に準ず

介護保険の要介護度１以上で、「認定調査票」ま
たは「主治医意見書」の「認知症高齢者の日常生
活自立度」がⅡaまたはⅡbランクの者

身体障害者
（３級～６級）
に準ず

介護保険の要介護度２以上で、「認定調査票」ま
たは「主治医意見書」の「障害高齢者の日常生活
自立度」がA1またはA2ランクの者

特
別
障
害
者

知的障害者等
（重度）
に準ず

介護保険の要介護度３以上で、「認定調査票」ま
たは「主治医意見書」の「認知症高齢者の日常生
活自立度」が、Ⅲa、Ⅲb、Ⅳ、Mランクの者

身体障害者
（１級・２級）
に準ず

介護保険の要介護度３以上で、「認定調査票」ま
たは「主治医意見書」の「障害高齢者の日常生活
自立度」がB1、B2ランクの者

寝たきり
高齢者

介護保険の要介護度３以上で、６ヶ月以上臥床し、
「認定調査票」または「主治医意見書」の「高齢
障害者の日常生活自立度」がC1、C2ランクの者

詳
し
く
は
、
日
高
村
健
康
福
祉
課　

介
護
保
険
係

☎
２
４

－

５
１
９
７
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
や
年
末
調
整
時
に
高
齢
者

の
障
害
者
控
除
が
あ
り
ま
す
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１ 月 は 加 茂 小 学 校 で す

能津小学校能津小学校能津小学校

　能津小学校は、「明るく豊かな人間性」と「たくましく生き
る力をもつ子ども」の育成をめざし、学習や色々な行事等に取
り組んでいます。子どもたちはとても素直で明るく活発です。小
さな学校のよさを生かし、全校児童で稲作や合唱･合奏、などに
力を合わせ取り組んでいます。今回は学校行事等を通して子ども
たちの様子を紹介します。

能
津
地
区
運
動
会

全
校
児
童
で「
ソ
ー
ラ
ン
節
」を
踊
り
ま
し
た
。

（
雨
の
た
め
、
体
育
館
で
実
施
）

稲
刈
り

収
穫
し
た
餅
米
は
収
穫
祭
で

お
餅
に
し
ま
す
。

給　

食

全
校
で
一
緒
に
給
食
を
食
べ
ま
す
。

水
泳
の
練
習

夏
休
み
中
も
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
取
り
組
み

ま
す
。

3
年
生
以
上
は
全
員
３
㎞
泳
げ
ま
す
。

芋
ほ
り

１･

２
年
生
が
育
て
た
お
芋
で
す
。

保
育
園
児
を
招
待
し
て
掘
り
ま
し
た
。

高
知
盲
学
校
と
の
交
流

土
管
に
記
念
手
形
を
ペ
イ
ン
ト
し
ま
し

た
。
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コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信
第115号　2008.12.１　日高村立図書館

★少しだけ欠けた月 ／ 重松清
さいごの「家族」の日、精一杯に必死な草野球のわけ、
文房具屋の頑固な店主と盗賊三人組…
シゲマツが紡ぐものがたりの歳時記、秋の巻。
★テンペスト ／ 池上永一
近代化の嵐吹き荒れる末期の琉球王国を舞台に繰り広げ
られるジェットコースター王朝絵巻。
★たったひとつの冴えたやりかた ／ 
　　　　　　ジェイムズ・ティプトリー・ジュニア
宇宙船で旅に出た少女と未知のエイリアン。種族の違い
を超えた友情で結ばれた二人の勇気と冒険の物語。
★脳を活かす仕事術 ／ 茂木健一郎
ひらめき、アイデアを最大限に生かし、
輝く人生をおくるための実践仕事術58。

一般書

＊一部です

◆ 図書館利用案内 ◆

目からハム／ 田丸　公美子
　日本語とイタリア語との掛け橋としてまさに東奔西走
する中で著者が出会った数々のイタリア人（殊に男性）生
態をこれでもかと紹介したエッセイ集。「そこまで！？」と
呆れるほどの恋愛至上主義ぶりに爆笑の連続。「シモネッタ」
なる称号が意味するものとは…？
　通訳・翻訳業界に身を置く言葉のプロとしての自負、ま
た自戒をこめたエピソードには、日頃わたしたちが母国語
と真剣に向き合っているかをふと考えさせられる。

○ 開館時間　午前10時～午後６時
○ 休 館 日　月曜日・祝日・（12/29～1/3）
○ 貸　　出　ひとり５冊まで、２週間
　 日高村本郷192　　　 20－1533

11月新刊案内

12月入荷予定

　９月27日（土）日高読もう会主催の芦田悦子先生の「子どもに
とってよい絵本とは…」という読書推進講演会がありました。
実際に「おおきなかぶ」を読みながら、子どもはどういう風
に絵本を楽しんでいるのか？
 『子どもは絵本の絵を見ながら、ことばのリズムを楽しんで
いる。絵本を読んでもらうことはとても心地よくうれしい体
験であること。子どもは、絵本の中で知った言葉を実際の生
活の中で使うことによって言葉を獲得してゆく。そして絵本
の絵は想像力を膨らませる糧となる。だから、絵本は良く選
んでほしい。では、どういう絵本がいいのか？①耳から聴い
て美しい日本語で書かれている。②絵の質が高い（内容にあ
った絵）。③ストーリーがハッピー・エンドで終わり完結して
いるもの。
たっぷり遊び、心の栄養になる絵本を読んであげま
しょう！』（お薦めの本のリスト図書館にあります。）

児童書

12月の予定

10月の入館者数

960人

一般書ピックアップ

「ガリレオの苦悩」「聖女の救済」東野圭吾
「告白」湊かなえ／「深川にゃんにゃん横丁」宇江佐真理
「犯罪小説家」雫井脩介　　　　　　　　　　　　　ほか

『図書館を活かした子育て』『図書館を活かした子育て』『図書館を活かした子育て』『図書館を活かした子育て』『図書館を活かした子育て』

※変更の場合あり

月からきたトウヤーヤ
わたしのねこカモフラージュ
ハリネズミくんと森のともだち
妖精ディックのたたかい
魔女とふたりのケイト
シェパートン大佐の時計
オタバリの少年探偵たち
カイサとおばあちゃん
黒ねこミケシェのぼうけん
ヴィヴァーチェ
天女の里がえり　中国のむかしばなし
つきよのぼうけん
まいごのフォクシー
ものぐさトミー

肖　甘　牛
Ｃ・ジョーンズ
Ｓ・Ｇ・コズロフ
Ｋ・Ｍ・ブリッグズ
Ｋ・Ｍ・ブリッグズ
フィリップ・ターナー
セシル・デイ･ルイス
リンドグレーン
ヨゼフ・ラダ
あさの　あつこ
小野　かおる絵
アーディゾーニ
ドーレア夫妻
ペーン・デュポア

編集後記編集後記 編集後記 

　10月23日、小寺博章氏（前太子町立図書館長）を
お招きし子育て講演会を開催しました。

13日（土）　おはなしの森（朗読ひだか）
 1 0 : 0 0～ 1 1 : 0 0
20日（土）　民話と紙しばいのへや（パラソル）　
 1 4 : 0 0～ 1 6 : 0 0

『人の幸せは、地域で
自分の生活をちゃんと
していること。人の営
みがある所に文化があ
り、本は人を幸せにし
てくれるもの。本によ
って人は新しい自分を
発見する。子どもは、
まだ掘りあてられてい

ない鉱脈をたくさん持っている。人間の積極的な面を引
き出してくれる、そういう子どもの本を是非読んで欲しい。
時代・場所・国を越えて、読みつがれているちゃんとし
た本に出会って欲しい。子どもに本を読んでやることに
よって、大人は子どもから本の面白さを教えてもらえる。
それは子どもの秘密･ものの考え方を知るチャンスでもあ
る。幼児でも、絵本と同時に幼年文学を楽しむ事ができる。
耳から聞いて楽しむことによって本は面白いことがわかる。
そうすれば、子どもは、本を読みたいと思うものである。』

●●● ●●●

121212月
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俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　

寸
評　

い
ち
び

○
吾
を
見
て

　
　

孫
が
手
を
ふ
る
運
動
会

山
中
芳
子

　

運
動
会
の
か
け
っ
こ
で
、
一
等
に
な
っ

た
と
き
と
か
、
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
と
に
か
く
、
こ

の
自
分
を
、
家
の
者
が
見
て
い
て
く
れ
る

だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
あ
と
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
認
め
合
っ
て
、
よ
ろ
こ
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

○
秋
空
や

　
　

流
る
ゝ
雲
を
た
だ
な
が
め

山
中
静
江

　

秋
の
雲
は
、
真
青
に
澄
ん
だ
空
に
、
湧

い
て
は
消
え
た
り
、
流
れ
た
り
し
ま
す
。

特
に
、
小
さ
な
白
い
雲
の
か
た
ま
り
が

鱗
の
よ
う
に
群
れ
広
が
る
の
を
鰯
雲
と
い

い
、
と
て
も
美
し
い
も
の
で
す
。
そ
れ
ら

を
、
じ
っ
と
見
上
げ
て
い
る
作
者
で
す
。

○
二
、三
本

　
　

手
折
り
て
帰
る
芒
か
な

山
本
眞
知
子

　

芒
は
秋
の
七
草
の
一
つ
で
、
月
見
の
時

供
え
た
り
も
し
ま
す
。
散
歩
か
、
用
事

を
す
ま
せ
て
の
帰
り
道
で
し
ょ
う
。
道
端

の
芒
が
あ
ま
り
き
れ
い
な
の
で
折
り
と
り

ま
し
た
。 〝
を
り
と
り
て
は
ら
り
と
お
も

き
す
す
き
か
な
〞
は
飯い
い

田だ

蛇だ

笏こ
つ

と
い
う
人

の
有
名
な
俳
句
で
す
。

○
朝
市
へ

　
　

出
す
間
引
菜
を
洗
ひ
け
り

野
村
近
子 

　

浸
し
物
、
汁
の
実
な
ど
に
す
る
た
め
、

大
根
、
白
菜
な
ど
を
間
引
き
し
た
も
の
が

間ま

引び
き

菜な

で
す
。
朝
市
へ
出
す
た
め
に
は
、

早
朝
に
起
き
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作

業
で
、
手
が
つ
め
た
く
な
る
と
の
こ
と
で

す
。

○
日
記
帳

　
　

空
白
目
立
つ
老
の
秋寺

田
信
子

　

一
年
、
三
百
六
十
五
日
、
欠
か
さ
ず

日
記
を
書
き
続
け
る
の
は
老
の
身
で
な

く
て
も
、
む
つ
か
し
い
こ
と
で
す
。
い

そ
が
し
さ
の
あ
ま
り
、
ま
た
体
の
調
子

の
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
日
記

の
空
白
を
か
え
り
み
て
い
る
秋
で
す
。

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん大歓迎。
今回の兼題は、

“初霜”です。
日　時　平成20年12月8日㈪　13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句

教室

はい　 く

きょう しつ

池野いちび選

伊
野
部
哲
也

す
れ
違
ふ
妊
婦
の
多
い
七
五
三

仰
ぎ
見
る
紅
葉
の
奥
の
奥
に
空

岩
村　

さ
と

も
う
一
度
友
に
会
い
た
い
冬
の
星

諸
諸
の
悩
み
多
く
て
冬
近
し

北
添　

正
子

晴
れ
着
着
て
紅
も
こ
ゆ
目
に
七
五
三

寒
雀
一
羽
降
り
来
て
次
つ
ぎ
に

鎮
西　

美
緒

振
り
袖
で
は
に
か
み
歩
む
七
五
三

思
ふ
よ
に
啼
け
ぬ
小
鳥
も
交
じ
り
を
り

片
岡　

幸
枝

藁
塚
の
立
つ
里
山
の
景
と
な
る

流
木
に
掛
け
て
沖
見
る
秋
思
か
な柏

井　

皓
子

躾
糸
解
き
て
着
せ
た
る
七
五
三

初
し
ぐ
れ
音
を
微
か
に
聞
く
目
覚
め

門
田
の
ぶ
子

ア
ル
バ
ム
に
笑
顔
は
じ
け
る
七
五
三

小
春
日
に
誰
か
誘
う
て
行
き
た
し
や

中
村　

梅
子

着
替
へ
し
て
お
て
ん
ば
も
ど
る
七
五
三

紅
引
け
ば
て
れ
く
さ
さ
う
に
七
五
三

中
山　

美
根

花
嫁
に
な
つ
た
つ
も
り
の
七
五
三

枝
道
は
木
犀
の
香
の
満
ち
て
を
り駒

木　

基
克

正
装
の
父
は
茶
髪
の
七
五
三

落
鮎
の
木
の
葉
の
や
う
に
釣
ら
れ
け
り

池
野
い
ち
び

店
先
へ
通
草
を
吊
し
た
る
花
屋

ぼ
つ
く
り
を
も
う
脱
き
た
が
る
七
五
三

川
瀨　

晴
惠

○
玄
関
で
先
づ
は
撮
り
け
り
七
五
三

十
一
月
十
五
日
、
男
子
は
三
歳
と
五
歳
、

女
子
は
三
歳
と
七
歳
で
、
氏
神
な
ど
に
参

拝
す
る
の
が
、
七
五
三
で
あ
る
。

袴
を
着
け
た
男
の
子
や
、
着
物
に
ぼ
っ
く

り
を
履
い
た
女
の
子
な
ど
を
よ
く
見
掛
け

る
。

晴
着
姿
の
子
ど
も
は
、神
前
な
ど
で
、度
々

撮
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
出
か
け
に
先
づ

は
玄
関
で
。

島
田　
　

瞳

○
う
れ
し
く
て
胸
に
抱
く
飴
七
五
三

胸
に
抱
く
飴
は
、七
五
三
の
縁
起
も
の
で
、

紅
白
に
染
め
分
け
た
、
細
長
い
棒
飴
で
、

長
い
袋
に
入
れ
た
千ち

と
せ歳
飴あ

め

で
あ
る
。
幼
児

が
ぶ
ら
下
げ
る
に
は
長
す
ぎ
る
の
で
、
ひ

き
摺
ら
な
い
よ
う
に
、
大
事
に
抱
き
し
め

て
い
る
の
で
あ
る
。

橋
詰
登
志
子

大
小
の
白
足
袋
買
い
て
七
五
三

秋
潮
を
却
下
に
広
げ
歩
遍
路

濱
田　
　

幸

神
の
留
守
老
人
会
は
掃
除
す
る

七
五
三
蝶
ネ
ク
タ
イ
の
自
慢
の
児浜

田　

博
子

末
枯
れ
の
高
き
も
の
よ
り
風
を
呼
ぶ

秋
灯
を
低
う
に
旅
の
仮
寝
か
な



日高村の交通事故
発生状況

１～10月分（10月）
人身事故　　30件（８件）
死　　者　　１名（０名）
傷　　者　　30名（８名）

日高村の人口

　　　　　　 10月末現在
　　　　　　   （前月比）

世帯数 　 2,467　（－４）
人　口 　 5,911人（－18人）
　　　 男 2,789人（－13人）
　　　 女 3,122人（－５人）

Village 
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Village 
　　Now

東部
児童館
東部
児童館
東部
児童館
東部
児童館

日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp
E-mail　　　　　　　daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます !!
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10
月
７
日
㈫
児
童
館
に

幼
児
用
の
新
し
い
ブ
ラ
ン

コ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
乗
る

こ
と
が
で
き
、
持
ち
手
の

部
分
が
鎖
で
は
な
く
金
属

製
の
ポ
ー
ル
で
安
定
し
た

造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
子
ど
も
さ
ん
と

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

児
童
館
で
は
今
後
も
少
し

ず
つ
遊
具
を
増
や
し
て
い

く
予
定
で
す
。

テシーナテシーナテシーナ 記記日日

　

10
月
16
日
㈭
日
下
小
学

校
１
年
生
の
東
部
児
童
館

見
学
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
と
て
も
お
天

気
が
よ
く
１
年
生
全
員
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
館

長
か
ら
児
童
館
活
動
等
の

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
３

〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
パ
ズ
ル
の
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
し
た
。
約
１
時
間

の
見
学
会
で
し
た
が
児
童

館
に
子
ど
も
た
ち
の
活
気

の
あ
る
声
が
響
き
、
ゲ
ー

ム
の
後
は
職
員
か
ら
手

作
り
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
て

に
っ
こ
り
顔
で
し
た
。

１年生　児童館訪問

東部児童
館　新遊具設置

　たまるか！信じられませんが、まもな
く今年も終わろうとしています。時の経
つのは何と早いのでしょう！秋が過ぎる
とすぐ冬が近づいてきますね。山々が黄
色、だいだい色、赤と色とりどりに染まっ
てきれいなこと！
　秋にはたくさんの行事が目白押しで
す。日高村でも茂平マラソンに学校の音
楽祭、小村神社の秋の大祭、そして、ま

もなくやってくる新年を迎える準備で大
忙しですね。
　今、私たち日下・加茂・能津の各小学
校では、新しいプロジェクトに取り組ん
でいます。アメリカのほぼ同世代・同学
年の生徒たちと国際的な文化交流をしよ
うというものです。お相手は、私のふる
さとカリフォルニアはサンタ・クルズの
学校になりそうです。写真などを使って
スライドショーなどの作品をつくり、そ
れを送ってお互いの文化を学ぼうという
目的で、11月から12月の２か月かけて
行う予定です。アメリカの生徒も日本の
生徒も両方が少しでもお互いを「知る」
きっかけになればいいなと思っています。
　冬がくると本当に一年が終わりに近づ
きます。日高でさらにいろんな行事に関
わっていけたらな…と思っています。寒
くなってきましたので、どうぞ暖かくし
てお過ごしください。


